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ユニークでパワフルな活動をする岡保。それがどう
いった目的・ビジョンで⾏われてきたかを、まとめられ
たものが今までありませんでした。岡保未来づくり協議
会が2018年に発足し、福井市の「地域の未来づくり推進
事業」をキッカケに、岡保の「ナゼ︖」にスポットをあ
てこの冊子にまとめることができました。また今回の編
纂であらためて岡保が「できていない」部分も浮き彫り
になったと感じています。これらのすばらしい事業がナ
ゼ必要なのかを、⼀番⼤切であるはずの岡保住⺠の皆さ

んに伝えきれていないという点もその１つかと思います。
この冊子ではそのナゼを取りあげつつ、岡保にどのよう
に還元されているかにも焦点をあてられたらとまとめま
した。まだまだ満足できない部分、抜けている部分も多
い資料ですが、今回のタイトルを「Release.2020」とさ
せて頂いたのは、更にこのビジョンを磨き上げ、まだ⾒

ぬ素晴らしい未来への道しるべとなるよう命名しました。

最後になりましたが、この冊子を作成するにあたりこ
の２年ほどで数十回の会議が開催されました。それらに
参加された方、また各団体で活動されている皆様、そし
てこれまで多くの活動をされてきた先輩方々に深く感謝
を申し上げます。

岡保未来づくり協議会
会⻑ 坂田 裕幸

２０１６年 岡保東山アクアスロンにて

あいさつ
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第1作戦会議 人口減少対策
やさしいまち作戦会議
代表 加畑正和 副代表 ⻘⽊信益

住宅や子育てなど、短期的・直接的な
人口減少対策を考える。
住⺠同⼠の助け合いで、ひとに優しい
まちを目指す。

岡保未来づくり協議会 2018年 6月 21日 設⽴

第4作戦会議 環境・産業育成
観光作戦会議
代表 酒井博幸 副代表 楳田結花

地場産業の育成を通じて地域の活性化、
財源の確保を狙う。
地区の観光資源や環境を⽣かした魅⼒
あるまちづくりを⾏う。

第２作戦会議 ゆたかな暮らし
つながるまち作戦会議
代表 松井富美恵 副代表 ⻘⽊和浩

⽂化的・歴史的資産を⼤切にし、地域
を愛する心を育てる。
住⺠同⼠のコミュニケーションを深め、
地域間、世代間交流を進める。

第３作戦会議
暮らしの安心作戦会議
代表 鈴⽊ 肇 副代表 森永律男

安心、安全なまちづくりをめざす。

第５作戦会議
住⺠広報作戦会議
代表 前川晃⼀郎 副代表 好川普美

地区の様々な活動の周知と報告を⾏い、
住⺠の地区への理解と愛着を深める。
さらに、住⺠の地区活動への参加を促
す。

代表者会議

各作戦会議と⾃治会⻑会議の代表・副
代表とスタッフ会議で構成。
協議会全体の調整や方向性を検討し推
進する。

⾃治会⻑会議
代表 松井武夫
2018 副代表 梅田精⼀ 山下勝治
2019 副代表 牧野正彦 水挽和則
2020 副代表 吉田岩男 林 義喜

住⺠や⾏政との連絡、⾃治会活動との
調整を⾏う。

スタッフ会議
坂田裕幸 加畑正和 宮川和也
天谷弘之 桜井隆雄 藤井輝雄
山本未来晴 森下拓栄 ⻘⽊加寿子

正副会⻑、事務局⻑および若⼲名の委
員で構成。
本会全体の運営を円滑に進める。

より魅⼒ある岡保地区の未来をデザインし、それを実現することを目的とする。

ビジョン完成までの経緯

話しあい・議事録の蓄積

抽出された （一部）

課題（問題）しかないのか︖

変換された （一部）

願望をまとめ に

約１年間にわたって現状の把握と、
願望と課題を作戦会議ごとに話し合
う。課題は多く出てくるが、「こう
したい」という願望は少ない印象。

・ 若者が参加しない地域
・ 地域活動に息切れを感じる
・ 気軽に集える場所がない（商業施設含）

・ 岡保の良さを伝えきれていない
・ 地域の産業（農業）に希望が持てない

岡保は本当に課題や問題山積みで、
だれも希望を持っていないのか︖
ここで “課題” とは “願望” の裏返し
だと逆転の発想をする。

・ 若者が気軽に参加してほしい
・ 持続可能な地域活動をしたい
・ 気軽に集える憩いの場が欲しい
・ 岡保の良さを伝えていきたい
・ 住⺠の働きがい、⽣きがいに

つながる産業が欲しい

2018
~2019

2019
下期

2020
２月

それぞれの作戦会議ごとで話し合っ
ていた願望を、代表者会議やスタッ
フ会議で岡保のビジョンとしてまと
める。

このビジョンは新しいのか︖
今まで⾏ってきた活動と、未来づくり
協議会で⾏った活動、これから “やり
たい” 活動に、まとめたビジョンを当
てはめ、岡保の今を浮き彫りにする。

こうして導かれたビジョンが次のページに︕ ３

課題

願望
ビジョン
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活動紹介①

東山アクアスロン
2017年10月15日(日) 開催

経 緯

岡保のイメージアップを目指して平成１８年に始まった東山アクアスロン⼤会。『日
本⼀の⽶、コシヒカリを産んだ農業試験場』と住⺠のあったかいおもてなしを地区内
外にＰＲしようと取り組んできました。岡保産コシヒカリ、地酒岡の泉を入賞賞品や
お楽しみ景品にあてています。折からの鉄人ブームと、沿道でのあったかい声援、⺠
泊でのおもてなしが話題となり、県内外から２００名を超える参加申込を集めていま
す。その参加料は、岡保の貴重な収入として他のまちづくり事業に⽣かされています。

ビジョン

現在、⼀般の地区住⺠が全国
の人たちと直接ふれあう機会
は多くありません。未来づく
りの様々な取り組みをＰＲす
る場として、また現⾦収入を
直接得られるコミュニティビ
ジネスとして今後も発展させ
ていきたいと考えています。
ただし、地域事業全般に関わ
る負担軽減という視点からは、
運営の抜本的な⾒直しが必要
だと考えています。
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メイン ビジョン



活動紹介②

ワナビーカフェ
2019年6月16日(日) 開催

参加した４人の高校⽣

ガトーショコラ

当日のメニュー

ゆたまち会（ゆたかな暮らしつながるまち作戦会議）で、⽼若男⼥問わず普段なにげなく集まれる “場”
があるといいね、ということで「カフェ」を開こうということになりました。みんなが集
まれる公⺠館カフェ、各町集落センターへの出前カフェ、元ＪＡ岡保⽀店の再利⽤を毎回
話していると、「岡保きらめき」さんから地域の人にも使ってほしいから「うちでカフェ
はどうですか︖」という提案がありました。そんな時、町内に高校⽣で興味を持ってる子
がいるよとの情報も聞こえてきて、話をすると「やってみたい︕」と彼ら。高校⽣がメイ
ンスタッフのカフェを開催することができました。

「やりたい︕」人がいたら、みんなで応援しましょう。
だれもが集まることができる場をつくり、住⺠同⼠の交流を活発にし輪を広げ、地域の活
動につなげていきましょう。

メイン ビジョン

サブ ビジョン
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経 緯

ビジョン



活動紹介③

岡保あったか情報局（Facrbook版、LINE@版）
2018年6月3日(日) 開始

経 緯

未来づくり協議会設⽴の少し前に「地域でFacebookなどのSNSを使い情報発信していくべき」との意
⾒交換をする会が発足しました。後の「第５作戦会議 住⺠広報作戦会議」です。今まで各々が個人
的な情報発信でとどまっていたものを、岡保全体を⾒渡せるページを作り発信していくというポリ
シーのもと、協議会設⽴前に「岡保あったか情報局」を⽴ち上げました。しばらくして岡保有線放送
の故障などもあり、「もっと発信できるツールを増やしていこう」「災害時に住⺠へ情報提供できる
基盤を作ろう」とLINE@も⽴ち上げ、地域の告知から報告、配布物の案内などを発信しています。

ビジョン

今、岡保で起きている⽣きた情報をお届けしよう。
多くのツールを⽤意することにより、住⺠同⼠が情報を共有しコミュニケーションの機会を増やそう。
さらに災害発⽣時には迅速な情報発信を⾏い、安全で安心な町を担保しよう。

メイン ビジョン
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